
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　生徒に記事を選ばせ､主体的に読ませるという形がとれたことは､今年度の大きな成果である｡クラスの友達と意見を交わしながら記事を読んだことは生徒にとっても新鮮だったらしく､｢また読みたい｣｢新聞､読んでみたらおもしろかった｣｢自分で選んだほうが､意見を書きやすい｣などの声が聞かれた｡ただ､何かのテーマについて考えさせたいときにはこちらが記事を選んで提示することも必要だと思うので､今後は両方の形を取り入れて実践していきたい｡　NIE実践に対する生徒の感想はほとんどが好評で､｢新聞を読むといろいろなことが分かるからいいと思う｣｢普段は読まないので､これからも続けてほしい｣などの意見が多かった｡　3年間の実践期間が終了したため､来年度は実践校となるか分からないが､NIEの取り組みは学校に新聞さえあれば出来ることなので､今後も継続した取り組みにしていきたい｡
	TextField2: 　きちんと新聞を読んで記事を選べるだろうか､新聞を読まずに遊びだす生徒が出て教室内が騒然とするのではないかなどの心配があり､昨年度まではこちらが選んだ記事を読ませていたが､結果として心配は無用であった｡　生徒たちは授業時間いっぱい､和気あいあいと意見交換をしながら楽しそうに取り組んでいた｡普段なかなか授業に集中できない生徒も､新聞をとっかえひっかえしながら､｢暗い記事ばっかりやなあ｣などと言いつつ読みふける姿が見られた｡　生徒が選んだ記事は多種多様であり(中には広告記事を選んでいる者もいたが)､おおむね趣旨に沿った記事選択ができていた｡また意見文も､自分と記事の内容を関連付けて深く考察しているものが思いのほか多かった｡
	TextField2: (1)｢感謝｣･｢ありがとう｣を感じる記事探し(2時間)(2)意見文の作成(2時間)(3)展示発表用清書(1時間)(留意点)･ストックしておいた2か月分の新聞を各クラスに60部程度ずつ配布し､記事探しを行った｡･自分が選んだ記事について､なぜその記事を選んだのか､どこに｢感謝｣･｢ありがとう｣を感じたのかについて､  意見文を作成した｡･作成した意見文は､画用紙に大きく清書し､文化発表会で展示発表した｡
	TextField2: 意見文の作成　(総合的な学習の時間　5時間)
	TextField2: 記事の内容を読み取り､必要な情報を探し出せたか｡また､記事を読んで感じたこと･考えたことを適切に表現することができたか｡
	TextField2: 文化発表会のテーマ｢感謝～日常の中のありがとう｣にのっとり､新聞記事の中から｢感謝｣･｢ありがとう｣を感じる記事を探し出す､記事に書かれている内容を読み取る､物事について深く感じる･考える､自分の意見を述べるなどの力を養う｡
	TextField2: ｢感謝｣･｢ありがとう｣を探そう
	TextField2: 総合的な学習の時間等　105人
	TextField2: 第1学年
	TextField2: 河野　美穂
	TextField2: 大阪府大阪市立玉出中学校
	TextField1: ☆日々の学習に新聞を



